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「教職課程年報第 18号」の発刊に寄せて 

教職支援センター長 

三 宅 茂 夫 

2024 年元日、思いもよらない巨大な地震が能登半島で発生し、甚大な被害を被ることとなり

ました。お亡くなりにならました方々に衷心よりお悔やみ申し上げます。さらに、被害を受け

られた多くの皆様におかれましては、今なおたいへんなご苦労をされておられることと拝察し、

こころよりお見舞い申し上げますとともに、平穏な日常が一日も早く到来しますことをお祈り

いたします。 

昨今の「歯止めのかからない少子化」「教員や保育者のなり手不足」などが深刻な社会問題と

なるなかで、教育や保育の現場、教員や保育者の養成・採用などを取り巻く状況は大きく変化

しています。苦慮しつつも「背に腹は代えられず」で、今後さらに進んでいくと考えられる教

員採用試験実施時期の前倒しは、これまでの養成課程のカリキュラムなど養成教育のあり方を

大きく変えていく可能性があります。一方で、社会変動の波は大きく、将来を見通せない不確

実な時代にあって、学校教育への社会的要請に応えるべく、文部科学省は「令和の日本型学校

教育」の構想を打ち出しました。そのなかで、「強みと専門性」を備えた資質・能力の高い教員

像が示され、養成教育においても ICT の活用やインクルーシブ教育、SDGs、STEAM 教育などに

関する理解と、それらの教育を実践できる力を身に付けるためのカリキュラムが求められてい

ます。 

しかしながら、時代や社会がどう変わろうと、社会の担い手である人材を育てていくことが

学校の役割であることに変わりはありません。また、子ども一人一人が理想や希望、夢などを

もち、それらを実現し、明るく豊かで確かな現在や未来を子どもと共に創造していくという教

員・保育者の役割も変わりはありません。そのためには、「子ども」という存在を深く理解し、

教育・保育の不易流行という観点からみずからの教育観・保育観を探求し続け、それを具現化

できる資質・能力を修得し、時間をかけて磨いていく必要があります。 

教員・保育者養成も難しい時代となってきました。時には迷うこともある学生に対して、「よ

い教員・保育者になりたい」「よい授業・保育がしたい」といった動機を育てつつ、一方で変化

する教育・保育課題に向け、さらに教育・保育のイノベーションに呼応して、養成教育も変革

していくことが求められます。学校教育などにおける今日的な学びの姿である「主体的、対話

的で深い学び」に導く教員や保育者にも主体性と対話力が必要であることは言うまでもありま

せん。そうした力の素地を形成するための学びの機会や環境を、先生方のご担当になる授業で

さらに豊かにつくっていただけますようお願いいたします。 

春を迎えると多くの学生たちが新たに教員や保育者になります。おかげさまで今年度の教員
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採用試験の合格者ならびに合格率は過去最多となりました。日々懇切丁寧に学生たちとかかわ

り、熱心にご指導いただきました関係者のみなさまに心より感謝申し上げます。これまでの努

力が報われ、晴れて教員・保育者になるみなさんに敬意を表すとともに、心身健康で教員・保

育者として大きく成長、活躍されますことを心より祈念しております。教壇に立つということ

は、スタートラインに立つということにほかなりません。これからも幾多の喜びと試練が待ち

受けていることでしょう。何か困りごとや悩みごとができた時には、ささやかなことでもいい

ので本学教職員に連絡をください。いつもでもわれわれは、みなさんを応援しています。 

 大学において教職や保育職を目指して学んでいる段階のみなさんには、教育や保育の本質を

学び、教員や保育者に必要な基礎的・基盤的な力を身につけていくことが求められます。その

ために学ばなければならないことには、授業や保育の実践のための基礎・基本を身につけるこ

とは当然のこととして、さらに、集団の力を活用して個々の子どもの能力を高めることや同僚

と協働してチームで子どもを教育すること、それらのなかで子どもが自分自身を伸ばしていこ

うとする意欲を育てていくことなどがあります。みなさんには、普段の授業や実習、学校観察

実習などを通して、自分なりの教育観・保育観や教員像・保育者像を明確にし、その実現を目

指してほしいと思います。最近、大学生の気質が内向きになり、外に出て学ぼうとしなくなっ

たという声を耳にします。どうか教育や保育の現場に出向いて、積極的にボランティアや学校

観察実習などに取り組んでみてください。現場での生きた経験は、みなさんの教員や保育者に

なりたいという意識をさらに高め、学ぶべきことに気づかせてくれるはずです。 

 先般受審しました大学・短期大学の認証評価ならびに新たに義務化されました教職課程の自

己点検・評価において、「適」の評価を受けました。これも関係のみなさまとこれまで力を合わ

せ取り組んでまいりました成果と考え、感謝申し上げる次第です。教職支援センターは、今後

とも関係のみなさまのお力添えをいただき、資質の高い教員養成、特色ある教員養成、学び続

ける教員の養成を目指し、また教職を志すみなさんの目標実現を図るために、全学的に教職課

程を統括する組織として教育部門と事務部門が一体となって支援を行っていきます。 

 

 

教育実習を終えて 

 

日本語日本文学科 ４回生 

堂 元 咲 希 

 

 三週間の教育実習は多くの学びと素敵な出会いがあり、私にとって一生の宝物になりました。

教育実習の中で学んだことについて、学習指導と生徒指導の二つの面で記していきたいと思い

ます。 

 まず、学習指導についてです。教育実習の最初の一週間は先生方の授業を見学しました。ど

の先生方の授業でも感じたことは、しっかりと準備をされて授業に臨まれているということで

す。私が担当させていただいたクラスの担任の先生の道徳の授業を二回見学した際、板書が今

まで見たことのない形で掲示物がすごく見やすかったので、どのように準備されているのか質

問しました。すると先生が道徳の授業用に作ったノートを見せて下さりました。そのノートに

は、生徒にどういった部分に気づかせたいか・そのためにどういったところに注目させるか・

これまでの流れが分かりやすくするための板書方法などがびっしりと書かれており、何度も書

き直しされていました。 

 その先生の道徳の授業はすごく分かりやすく、慣れていらっしゃるのかなと思っていたので

すが、それはこのような工夫と多くの準備があるからだということを感じました。学び続ける

ことの大切さを感じた場面でした。 

 実際に私が国語の授業を始めたのは二週目からでした。私は二・三年生の評論の授業を担当

しました。今まで模擬授業では評論をしたことがなかったので、担当の先生に毎日アドバイス

をいただきました。私が説明をしてそれを生徒が聞くだけの時間ができてしまったり、分かる

人だけの授業をしてしまって分からない生徒への配慮が少なかったりと多くの課題があり、そ

れを一つずつ減らしていくことを意識しながら授業をしました。授業の振り返りシートを準備

していたのですが「作者の意図や気持ちが分かりました！」と書いてあると嬉しくて、もっと

分かりやすい授業にしよう！と頑張ることができました。 

 生徒指導の面で感じたことは、先生方が生徒のことを細かい部分までよく見られていること

です。生徒と廊下ですれ違った際に顔色や話し方を見て「大丈夫？元気？」と声をかけたり、

下校指導の際に「さようなら」と言うだけでなく、「この前のテスト頑張っとったな～」と声を

かけたりしておられました。話しかけられた生徒はパッと表情が明るくなったり、不安なこと

を話し始めたりしていたので、普段からのコミュニケーションがすごく大切で、こういったこ

とが授業の雰囲気づくりや生徒の健康に関わるということを感じました。 

 長いようであっという間の三週間でした。実習先の生徒たちは素直で明るく、笑顔を見ると

大変なことも忘れることができました。先生方も尊敬できる方ばかりでこんな先生なりたい！

と強く思いました。春から、教育実習での経験を活かして教員生活を頑張りたいと思います。 




